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ネーションを、n の始点から上昇し始める場合と、e の始点から上昇を始める場合との 2 種類に分け、































































     表１ 疑問文の分類とイントーネーションのパターン 
 wh 疑問文の場合 Y-N 疑問文の場合 
情報疑問文 ↗（↘）（上昇・下降とも）   ↗（上昇） 











































































                                                          
4 仁田（1987）の用語を引用 


















を録音し、音響分析を行った。また、調査にあたって、以下の 3 つの場面を想定した。 
 
 １．場面の設定を与えての短文発話。（以下、短文発話） 




































う点に着目して調査を行う。試験文を 5 種類用意し、それぞれ 6 つの場面に応じて発話してもらいど
のような特徴が観察されるか分析を行う。 
 














インフォーマント 年齢 性別 
HK 28 歳 女性 
YM 20 歳 男性 
HU 26 歳 女性 
KH 29 歳 男性 



















「いまから帰るんだ」A,B,C,D 比較（インフォーマント：HK）  図 1 
 





詰したりする場合に限られ」るわけではないことがわかる。文末が下降調になる B, C, D の違いは［da］
の音の長さの違いである。「C.命令する」場合においては［da］の持続時間長（デュレーション duration）
が他の発話に比べ、0.2 秒程度短くなっていることが分かる。それに対し、「B.尋ねるように」と「D.























図 2～5 「いまから帰るんだ」音響分析比較6（インフォーマント：HK） 
                                                          
6 本稿では、Praat を用いて音響分析を行った。一番上の 2 段については音声の強さを表す。ステレオ録音を行っ
たため、左右それぞれのレベルが表示される。3 段目については、ピッチ曲線とインテンシティ曲線が表示される。
－ 441 － 































                                                                                                                                                                  
4 段目以降は TextGrid を用い、作成した。上から発話テキスト、音節ごとの時間、音節中のピッチの最高値と最
低値を表示する。 
[da]の高低差（単位：Hz）         表 4 
 A B C D E F 
HK 15.5 -31.5 -76.77 -8.3 -18.2 26.9 
HU 62.1 -25.2 -150.5 -88.98 100.78 35.9 
YM 8.42 -7.42 14.87 -16.92 -17.52 8.9 
KH 6.7 -28.64 146.1 -0.97 -38.79 9.1 




















[da]の持続時間長 (duration)（秒）     表 5 
 A B C D E F 
HK 0.197 0.208 0.124 0.227 0.321 0.283 
HU 0.280 0.223 0.154 0.279 0.440 0.358 
YM 0.193 0.232 0.144 0.273 0.264 0.242 
KH 0.187 0.207 0.165 0.176 0.350 0.245 
－ 443 － 


















































































tan 1（Hz）/ tan 2（Hz）：［tan］節におけるピッチの最高値（maximum pitch）または最低値
（minimum pitch）の値。1 では最初に現れる山場（最高値（maximum pitch）または最低値




da 1（Hz）/ da 2（Hz）：［da］節におけるピッチの最高値（maximum pitch）または最低値（minimum 
pitch）の値。［tan］同様、1 では最初に現れる山場（最高値（maximum pitch）または最低値




－ 446 － 
（minimum pitch））を表し、そこから上昇または下降したピッチの山場を 2 とする。 
 




インフォーマント tan 1（Hz） tan 2（Hz） da 1（Hz） da 2（Hz） ［da］の高低差（Hz） 
HK 163.7 157.1 146.4 157.4 11 
UH 202.7 187.2 186.6 221.6 36 
YM 115.9 97.11 93.03 91.53 -1.5 
KH 131.7 104.9 112.1 105.2 -6.9 
 
上昇調の場合の高低差は 11Hz から 36Hz と、共に 10Hz 以上の上昇がみられる。下降調の場合は















インフォーマント nan 1（Hz） nan 2（Hz） da 1（Hz） da 2（Hz） ［da］の高低差（Hz） 
HK 216.2 150 142.6 146.5 3.9 
UH 240.8 178.2 178.2( =nan2 ) 192.4 14.2 
YM9 115.1 95.27 94.77 89.51 -5.26 






                                                          
8 YM の発話において「不安で」と「いられなかっただけなんだ」との間にポーズが観察される。そのため 4 名の
ピッチ曲線を並べて比較すると図 10 のようにずれが生じる。 
9 YM の発話において、初期設定のピッチ抽出値では、［da］のピッチが表示されなかった。そこで、［Octave-jump 
















                                                          
10 2-1-2 の YM 同様、HU の発話において、初期設定のピッチ抽出値では、［da］のピッチが表示されなかった。
そこで、［Voiced/unvoiced cost］の値を 0.14→0.01 に変更してピッチの抽出を行い、ここで抽出されたピッチ
ポイントを採用することとした。 
インフォーマント iːn 1（Hz） iːn 2（Hz） da 1（Hz） da 2（Hz） ［da］の高低差（Hz） 
HK 173.5 147.6 141.6 180.5 38.9 
HU10 177.5 166.9 81.98 76.71 -5.18 
YM 118.1 104.4 104.4(=iːn2) 92.97 -11.43 
KH 117.9 93.27 93.27(=iːn2) 80.31 -12.96 
－ 449 － 
人物設定：谷村正樹 25 歳 男性 音楽教室の先生 
佐々木真理 14 歳 女性 音楽教室の生徒 








インフォーマント nan 1（Hz） nan 2（Hz） da 1（Hz） da 2（Hz） ［da］の高低差（Hz） 
HK 445.3 214.4 214.4( =nan2 ) 171.5 -42.9 
HU 188.8 371.5 276.6 214.2 -62.4 
YM 186.7 140.5 104.8 91.58 -13.22 




ーマントのうち、HK、HU、YM、の 3 名が 10Hz 以上の下降を示している。KH に関しても 9Hz と
                                                          
11 図 13 において、HU のピッチ曲線が特異なものとなっている。これについては、ピッチ曲線抽出の際、本来無
声化されやすく音を拾いにくくなる部分において、過剰に拾った可能性があると考えられる。そのため滑らかな
F0 曲線にならず、すべての音をつなぐ形でピッチ曲線が現れたと考えられる。 



















HK との会話では約 1 時間 45 分の会話の中で、「んだ」形式でのノダ文の出現回数は 15 回であっ
た。以下、その中の一例である。ここでは YH の発話に対し、HK は換言の提示で問い返しを行い、











HK 1:44:23 15 15 回中 9 回は「そうなんだ」という発話。 
HU 1:05:12 5 「よ」「よね」が後節しやすい。 
YM 1:10:18 0  
KH12 0:40:18 2 録音時間中、対象は 34 分間 
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